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This study focused on dietary education in each subject. The purpose of this study was to develop 
correspondence tables that combine the contents of each subject and dietary education in order to 
carry out dietary education utilizing school lunch. First, the contents of each subject matched with 
the viewpoints of dietary education were extracted. Next, the tables were created that listed the 
viewpoints of dietary education, instructional contents, and how to utilize school lunch. 
Furthermore, in order to evaluate whether the tables can be used at school, a questionnaire survey 
of 13 items was conducted for nutrition teachers and school nutrition staff (77 people). As a result, 
it became clear that they evaluated that the tables could be used at school. And it was expected that 
information such as teaching plans, teaching examples, and suitable times for learning were added 
to this tables. 
 



























































































































































      
      
      
      
      
      
      
      
 




















































すさを問う 2 項目，活用の可能性を問う 5 項目，
児童への有用性を問う 2 項目，役に立つ情報を問






































































人（63.4%），14 人（19.7%），6 人（8.5%）， 













（N = 71）                           数値：人数（％） 









「教科等食育対応表」に興味を持ちましたか。 65（91.5） 6（8.5） 0（0.0） 0（0.0） 









画の作成に活用できると思いますか。 65（91.5） 6（8.5） 0（0.0） 0（0.0） 
「教科等食育対応表」は，教科等における食に関する指導





52（73.2） 19（26.8） 0（0.0） 
0（0.0） 
「教科等食育対応表」は，教科等と関連させた給食
の献立計画に活用できると思いますか。 43（60.6） 27（38.0） 1（1.4） 0（0.0） 
「教科等食育対応表」は，給食の時間における食に関する指









54（76.1） 17（23.9） 0（0.0） 0（0.0） 
「教科等食育対応表」を活用することは，児童へ，食に関す









 （N = 71） 
回答 人数（人） 割合（％） 
食育として行う内容 45 63.4 
学校給食を教材とする若しくは
学校給食で振り返る内容 14 19.7 
学習指導要領の内容 6 8.5 
食育の目標 6 8.5 
 
表 3 「教科等食育対応表」が活用できるその他の






















































































































































 理科 生活 家庭 特別の教科 道徳 
 
第
1 
学
年 
 
 
第 
2 
学 
年 
 
 
 
 
第
3
学
年 
 
 
第
4
学
年 
 〔身近な人々、社会及び自然
と関わる活動に関する内容〕 
(7)動物を飼ったり植物を育
てたりする活動 
【食育】野菜など食品となる
植物を取り上げる（食事の重
要性：食べ物には命があるこ
と、食べ物の大切さ）〈学校給
食〉育てている植物と同じ食
品を使用し確認する 
 A主として自分自身に関すること 
［節度，節制］ 
健康や安全に気を付け、物や金銭を大切にし、身の回りを整え、わがままを
しないで、規則正しい生活をすること 
【食育】基本的な生活習慣として食事の大切さを取り上げる（食事の重要
性：食事をとることの必要性）〈学校給食〉昼食としての食事 
Ｄ 主として生命や自然，崇高なものとの関わりに関すること 
［生命の尊さ］ 
生きることのすばらしさを知り、生命を大切にすること。 
【食育】食事をして生きていること、食べ物には命があることに触れる（食
事の重要性：食事をとることの必要性、食べ物には命があること）〈学校給
食〉食事をとること、学校給食で使用する食品 
 
A主として自分自身に関すること 
［節度，節制］ 
自分でできることは自分でやり、安全に気を付け、よく考えて行動し、節度
ある生活をすること 
【食育】基本的な生活習慣として食事の大切さを取り上げる（食事の重要性：
食事をとることの必要性）〈学校給食〉昼食としての食事 
Ｄ 主として生命や自然，崇高なものとの関わりに関すること 
［生命の尊さ］ 
生命の尊さを知り、生命あるものを大切にすること。 
【食育】食事をして生きていること、食べ物には命があることに触れる（食事
の重要性：食事をとることの必要性、食べ物には命があること）〈学校給食〉食
事をとること、学校給食で使用する食品 
 
第
5
学
年 
 
第
6
学
年 
 
 
 
 
 
B生命・地球 
(1)人の体のつくりと働き 
(イ)食べ物は、口、胃、腸などを通る間に消化、吸収され、吸収されなかった物は排出される
こと。 
【食育】口では咀しゃくが行われ、消化された養分は腸から吸収されて血液中に入り、吸
収されなかった物はふんとして肛門から排出されることを捉える際に食事が栄養となって
いることを取り上げる（食事の重要性：食事をとることの必要性）〈学校給食〉給食の食事
の場面を通して確認する 
(3)生物と環境 
(イ)生物の間には、食う食われるという関係があること。 
【食育】植物は自らでんぷんをつくりだしているが、人や他の動物は植物あるいは動物を食
べていることから、食べ物を通して生物が関わり合って生きていることを整理し、相互の関
係付けを図って理解できるようにする（食事の重要性：食事をとることの必要性）〈学校給食〉
学校給食で使用している食品の相互関係を確認する 
  
B衣食住の生活 
(1)食事の役割 
ア 食事の役割が分かり、
日常の食事の大切さと食事
の仕方について理解するこ
と。 
【食育】食事は健康を保ち
体の成長や活動のもとにな
ることや、一緒に食事をす
ることで人と楽しく関わっ
たり、和やかな気持ちにな
ったりすることについて理
解する（食事の重要性：食
事をとることの必要性）〈学
校給食〉学校給食を通して
振り返る 
 
Ａ 主として自分自身に関すること 
［節度，節制］ 
安全に気を付けることや、生活習慣の大切さについて理解し、自分の生活を見
直し、節度を守り節制に心掛けること 
【食育】基本的な生活習慣として3食規則正しく食事をとることの大切さを取
り上げる（食事の重要性：3 食規則正しく食事をとることの大切さ）〈学校給
食〉昼食としての食事 
Ｄ 主として生命や自然，崇高なものとの関わりに関すること 
［生命の尊さ］ 
生命が多くの生命のつながりの中にあるかけがえのないものであることを理
解し、生命を尊重すること。 
【食育】食事をして生きていること、食べ物には命があることに触れる（食事
の重要性：食事をとることの必要性、食べ物には命があること）〈学校給食〉食
事をとること、学校給食で使用する食品 
註）６つの食育の視点のうち「食事の重要性」のみ示す。 
  ここでは，「食事の重要性」の視点の導入が可能な教科等を抜粋して示すが，他の視点においては，この表にない「社会」「体育」「特別活動」の欄にも内容を示している。
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